
自主防災組織結成の手引き 
 
 自主防災組織とは、自治連合会、区長会及び自治会の区域において、風水害や地震等の災
害による被害を未然に防止し、または被害を軽減するために地域住民が、自主的に必要な
防災活動を実施する組織の総称です。 

 
 ①自治連合会（自治会）の総会等で自主防災組織の必要性を確認する 
                    

要請があれば、消防本部 防災課が地元へ出向き説明いたします。 
 
②自主防災組織を結成する 
                    

自主防災組織を結成するためには 
            １ 地域の実情に応じ、地域住民の総意により結成することを決める 

            ２ 規約を定める 

３ 消防署へ 「自主防災会(部)結成届出書」を提出する 
 

舞鶴市では、自治連合会、区長会等の区域で組織された自主防災会と、

自主防災会の中で、単独又は複数の自治会の区域で組織された自主防災部

にしています。 
 
③自主防災訓練を実施する 
                   
            １ 自主防災組織に係る運営方法や訓練計画等を作成する。 
            ２ 消防団や婦人消防隊と協力して、実施計画書を作成する。 
            ３ 管轄消防署に 「自主防災訓練等実施計画書」を提出し、協力を求める。 
            ４ 要請があれば、消防署が指導に行きます。 
 
④訓練の結果をとりまとめる 
  
             １ 管轄消防署に 「自主防災訓練等実施結果報告書」を提出する。 
             ２ 訓練の反省を踏まえて、次に生かしていく。 
 
⑤自主防災訓練に係る運営方法や訓練計画を再考する 

 
 
自主防災組織を自主防災会から、 

             各自主防災部へ広げていく。 
 
⑥自主防災訓練を実施する 
                 

 
 
１ 最初の活動は、町内の巡視・点検や避難所の確認など取り組みやすいことからスタートすると良
いと思います。 

 
２ ②と③は、自主防災訓練を実施した上で、自主防災組織を結成する方法もあります。 
 
３ ③から⑥を繰り返し実施することにより、地域の皆さんの防災意識を高め、万一の災害に備えて
ください。 

 
４ 防災活動に限らず、地域の交流を深めていき、隣近所のお付き合いから助け合いの和を！ 

 


